
  

第６学年  算数科学習指導案   
 

 

令和４年１０月７日（金）第５校時 

                                          

 

１ 単元名 拡大図と縮図  

 

２ 単元について 

（１） 教材観 

  本単元は、小学校学習指導要領（平成２９年告示）第６学年の２内容 Ｂ図形（１）

に示された、図形を構成する要素や図形間の関係などに着目し，図形の性質や図形

の計量について考察する力を養うために設定された単元である。 

  

 第６学年 

  ２ 内容 

  Ｂ 図形 

 

 （１）平面図形に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。   

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。    

（ア）縮図や拡大図について理解すること。    

（イ）対称な図形について理解すること。   

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。    

（ア）図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し、構成の仕方を考察したり図

形の性質を見いだしたりするとともに、その性質を基に既習の図形を捉え直

したり日常生活に生かしたりすること。 

 

  本単元では、図形を構成する要素、それらの位置関係や図形間の関係などに着目

して捉える活動を通して、根拠を基に筋道を立てて考えたり、統合的・発展的に考え

たりすることをねらいとしている。 

  図形については、第５学年「合同な図形」では、図形の合同について、図形間の

関係に着目し，与えられた図形と合同な図形を構成する活動を通して、二つの図形が

合同になることについて学習している。また、二つの図形の関係について、辺の長さ、

角の大きさが全て同じになる合同について学習してきた。第６学年「対称な図形」で

は、対称な図形について、図形を構成する要素どうしの関係に着目し、対称性といっ

た観点から図形の性質を考察していくことを学習してきた。さらに、対称性という新

しい観点から、既習の図形を捉え直すとともに、その性質を日常生活に生かすことを

ねらいにしてきた。そして第６学年「拡大図と縮図」では、拡大図や縮図については、

二つの図形間の関係に着目し、合同についての考察を基に、二つの図形が拡大、縮小

の関係にあるのかについて考察する活動を行っていく。 
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（２） 児童観 

  本学級の児童は、発表することが得意な児童は多くないが、数学的活動を通して学

び合いをするときには、意欲的に取り組むことのできる児童が多い。また考えること

に楽しみを見いだすことができる児童が少しずつ増え、自力解決でも半分以上の児童

が自分の考えをノートに書くことができるようになってきた。授業後の振り返りで

は、楽しかった活動や本時で分かったことを書く児童が多い反面、「このときは、ど

うなるのだろう？」など、自分で新たな問題を発見して次の課題に向かっていく姿は、

なかなか見ることができない。そのため、日常生活から問題を見つけたり、今日学ん

だことと日常生活がどうつながっているのか考えたりする活動を取り入れるように

している。算数に苦手意識を持っている児童は少なくないが、自主学習では算数に関

する学習に取り組んでくる児童も多く、「できるようになりたい。」という雰囲気を

感じることができる。 

  本単元の学習前に行った意識調査とレディネステスト結果は以下のとおりである。 

【意識調査の結果】〈９月１２日実施〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設

問 

質問 当てはまる どちらかといえば 

当てはまる 

どちらかといえば 

当てはまらない 

当てはまらない 

１ 
算数の学習は好きですか。 35.3％ 52.9％ 11.8％ 0％ 

２ あなたは算数の学習は得意

ですか。 
20.6％ 35.3％ 29.4％ 14.7％ 

３ 算数の学習で行っている活

動で好きなものはなんです

か。（複数回答） 

①計算問題や 

ドリル学習 

35.3％ 

②問題文からの立式 

17.6％ 

③自分の考えを図や言葉で

ノートにかく時間 

58.8％ 

④自分の考えを説明したり

発表したりする時間 

17.6％ 

⑤わかったことを自分の言葉

でまとめる時間 

20.6％ 

⑥グループで意見を出し合っ

て課題を解決する時間 

61.8％ 

⑦その他 

0.0％ 

４ 問題を自分の力で解こうと

していますか。 
58.8％ 38.3％ 2.9％ 0.0％ 

５ 前に習ったことを使って解

こうとしていますか。 
41.2％ 50.0％ 8.8％ 0.0％ 

６ あきらめずに、粘り強く問題

を解こうとしていますか。 
52.9％ 26.6％ 17.6％ 2.9％ 

７ 自分の考えを友達に伝えたり、友達の説明

に質問やアドバイスをしたりしている。 
20.6％ 44.2％ 29.4％ 5.8％ 
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【レディネステストの結果】〈９月１２日実施〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意識調査の結果をみると、算数の学習が好きな児童は９割近くいるが、得意と思

えていない児童が４割以上いることが分かる。また、「自分の考えを図や言葉でノ

ートにかく学習」を好きな児童が６割近くいることから、児童にとって自分で考え

る自力解決の時間が大切なことが分かる。しかし、「自分の考えを友達に伝えたり、

友達の説明に質問やアドバイスをしたりしている」の割合は低い。このことから、

自分で考えることはできるが、自信をもって発表したり、友達に聞いたりすること

が苦手な児童が多いことが分かる。そこで、自力解決や全体交流の後、ペアでもう

一度説明をする時間を設け、自分の考えを伝えたり、相手にアドバイスをしたりす

る活動を意図的に設けるようにすることで、児童が算数の楽しさや新たな発見の素

晴らしさなどを実感できるような授業を展開していきたい。 

 

（３） 指導観 

   上記の教材観と児童観を踏まえ、本単元の学習では以下のことに留意して指導を

行いたい。 

   ①観察や作図などの活動を通して、均整のとれた美しさなど、図形のもつ美しさ

に着目できるようにするとともに、既習の合同な図形と関係付けて考えられる

ようにする。 

   ②ＩＣＴを活用して中心とする点から図形が広がっていったり、逆にその点に向

かって縮んでいったりする動的な見方をすることで、図形の感覚を豊かにする

ことができるようにする。 

   ③拡大図のかき方では「中心とする点」を、教科書に載っている１つの頂点だけ

ではなく、他の頂点でも確認する。そして児童主体となって「中心とする点」

が頂点以外の点や図形の内部、辺の上など、他の場所にあっても作図できるの

では、と発展的に考えられるように教材を工夫する。 

   ④社会科の地図帳や理科の天体の学習を通して、日常生活の中には縮図がたくさ

ん用いられていることに気付かせ、自ら進んで生活に生かせるように指導する。 

設

問 
問題 

正答率 

（％） 
誤答例 

１ 下の２つの三角形は合同です。次の問いに答えましょう。 

 

 

 

 ①頂点 A に対応する頂点はどれです

か。 

  90.6％ ・「頂点」をつけていない 

・Ｃ，Ｂ 

  ②辺 AB に対応する辺はどれです

か。 

  90.6％ ・「辺」をつけていない 

・Ｃ 

 ③角 C に対応する角はどれですか。   90.6％ ・「角」をつけていない 

・Ｂ 

２ 下の三角形 ABC と合同な三角形

DEF をかきましょう。 

  68.8％ ・必要な３つの条件がかいてない 

・角度や長さがずれている 

３ （未習問題） 

次の四角形の中から、アの四角形と形が同じ

四角形を全部見つけて記号で答えましょう。 

  18.8％ ・正答「エ、オ、キ」のうち、２倍の

拡大図や二分の一の縮図を選んで

いない。 
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   本単元の導入では、ＩＣＴを活用して拡大図や縮図を見せることにより、図形を

動的に見られるようにする。「形が同じで大きさがちがう図形」について児童にじ

っくり考えさせ、図形を構成する要素に着目させることで、対応する辺の比が２倍

になっているが対応する角の大きさは変わっていないことに児童が主体となって気

付くようにする。本時では、「昨日のかき方とは違うけれど、１つの点から辺の長

さを２倍にすれば、同じように２倍の拡大図がかけるかも…」と統合的観点を持た

せ、「中心とする点が違うところにあっても、同じように２倍の拡大図がかけそう。」

と発展的に考察させたい。 

 

３ 単元の目標 

 （１）拡大図、縮図の意味や性質を理解したり、対応する辺の長さや角の大きさを求

めたり、拡大図、縮図をかいたりすることができる。    【知識及び技能】 

 （２）図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し、合同の意味や比の考えを基に、

拡大図、縮図の意味や性質、作図の仕方について考え説明し、図形に対する見

方を深めることができる。          【思考力・判断力・表現力等】 

 （３）既習の図形をとらえ直したことや数学的に表現・処理したことを振り返り、多

面的にとらえ検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに

気づき、学習したことを今後の生活や学習に活用しようとしたりしている。 

【学びに向かう力、人間性等】 
 

４ 単元の評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①縮図や拡大図について、

その意味や、対応する角

の大きさは全て等しく、

対応する辺の長さの比は

どこも一定であるなどの

性質を理解している。 

②方眼紙のます目を用いた

り、対応する角の大きさ

は全て等しく、対応する

辺の長さの比はどこも一

定であることを用いたり

して、縮図や拡大図をか

くことができる。 

①図形間の関係を考察し、

縮図や拡大図の性質を見

いだしている。 

②拡大図の性質をもとにし

て、拡大図のかき方を考

えている。 

③縮図の性質をもとにし

て、縮図のかき方を考え

ている。 

④縮図や拡大図を活用し

て、実際には測定しにく

い長さの求め方を考えて

いる。 

①縮図や拡大図を簡潔・明

瞭・的確に描こうとした

り、実際には測定しにく

い長さの求め方を工夫し

て考えたりしている。 

②実際には測定しにくい長

さを、縮図や拡大図を用

いると求めることができ

るというよさに気付いて

いる。 

③縮図や拡大図を、身の回

りから見付けようとして

いる。 
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５ 指導と評価の計画 

時 ねらい 

・学習活動 

評価規準（評価方法） 

・指導に生かす評価 ○記録に残す評価 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に

取り組む態度 

１ 

拡大図、縮図の意味や性質について理解すること
ができる。 
・大きさの同じ方眼を用いてつくったいろいろな図
形の中から、形が同じとみることができるのはど
れか考える活動に取り組む。 

・もとの図形と形が同じ図形について、対応する辺
の長さや角の大きさを調べる。 

・「拡大図」「縮図」の意味を知る。 

・知①（ノ

ー ト 分

析） 

 ・態③（ノ

ー ト 分

析） 

２ 

 拡大図、縮図の性質を基に拡大図、縮図を弁別し
たり、対応する辺の長さや角の大きさを求めたりす
ることができる。 
・三角形では、底辺と高さに着目して、拡大図、縮
図の弁別をする。 

・方眼を手がかりに拡大図、縮図をかく。 
・拡大図、縮図の性質を確かめ、対応する辺の長さ
や角の大きさを求める。 

 

 

・思①（行

動観察、

ノート

分析） 

 

 

 

３ 

辺の長さや角の大きさを用いた、拡大図、縮図の
かき方を考え、説明することができる。 
・合同な三角形のかき方を振り返りながら、一辺を
基にした拡大図をかく。 

○知②（ノ

ー ト 分

析） 

  

４ 

本
時 

一つの点を中心とした拡大図のかき方を考え、説
明することができる。 
・一つの点を中心とした三角形の２倍の拡大図のか
き方を考える。 

・長さを移し取るときはコンパスを使うと便利なこ
とを復習する。 

・かいた辺や角を調べ、拡大図の定義が成り立って
いることを調べる。 

 ○思②（行

動観察、

ノ ー ト

分析） 

 

５ 
一つの点を中心とした縮図のかき方を考え、説明

することができる。 
・一つの点を中心とした三角形の、二分の一の縮図
のかき方を考える。 

・四角形の拡大図や縮図のかき方を考える。 

 ○思③（行

動観察、

ノ ー ト

分析） 

 

６ 

おもな基本的な平面図形が拡大図、縮図の関係に
なっているかを調べることを通して、既習の図形に
対する見方を深めることができる。 
・二等辺三角形、正三角形、長方形、正方形、平行
四辺形、ひし形、正五角形、正六角形が拡大図、
縮図の関係になっていることを辺の長さや角の大
きさを測って調べる。 

 ・思①（行

動観察、

ノ ー ト

分析） 

 

７ 

縮尺の意味について理解し、縮図から実際の長さ
を求めることができる。 
・縮図の縮めた割合を求める。 
・「縮尺」の意味を知る。 
・縮尺の表し方を知る。 

 ○思④（ノ

ー ト 分

析） 

・態①（ノ

ー ト 分

析） 
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８ 縮図をかいて、実際の長さを求めることができる。 
・直接には長さを測れない校舎の高さを求める方法
を知る。 

・縮図をかいて実際の校舎の高さを求める。 

  ○態②（ノ

ー ト 分

析） 

９  学習内容の定着を確認するとともに、数学的な見
方・考え方を振り返り価値づけることができる。 

○知②（ノ

ート分析） 

 ○態③（ノ

ート分析） 

１０  学習内容の定着を確認する。（評価テスト） 
 

○知①②（ペ

ーパーテスト） 

  

 

６ 本時について（本時 ４／１０時） 

（１）目標  １つの点を中心とした拡大図のかき方を考え、説明することができる。 

【思考力・判断力・表現力等】 
（２）展開 

学習活動 
教師の発問（◎） 

予想される児童の反応（・） 

評価規準（◇） 

支援（⇒） 

指導上の留意点（○） 

時

間 

１ 既習事項を

確認する。 

２ 問題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 課題をつか

む。（主問題に

ついて考える） 

 

 

 

 

◎昨日までの学習を振り返りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ１ アとウだと思う。 

Ｃ２ イは少し形が違う。 

◎なぜアとウだと思うのですか。 

Ｃ１ 形が同じに見える。 

Ｃ２ 対応する辺の長さを計れば分かる。 

Ｃ３ アを大きくするとウに重なりそう。 

◎タブレットで図形を動かして調べてみ

ましょう。 

Ｃ１ アとウの対応する辺の長さは２倍

で、角の大きさは等しかった。 

Ｃ２ アを大きくしたらウとぴったり重

なった。 

 

◎図形を重ねているのは、なぜですか。 

Ｃ１ 頂点で重ねると見やすいから。 

Ｃ２ 角の大きさが同じことがすぐ分か

るから。 

Ｃ３ １つの頂点を合わせている人が多い。 

Ｃ４ そのままグイーンって拡大できる。 

Ｃ５ 昨日と違う方法だけど、この方法で

も、２倍の拡大図がかけるかも。 

Ｃ６ 定規やコンパスを使えばかける。 

○前時で２倍の拡大図を作

図していることを振り返

る。 

○問題を児童主体となって

発見させるために、問題文

を途中で切りながら三角

形を黒板にはって児童に

見せる。 

○すぐにアとウと決めつけ

ず、「なぜ？」と発問を繰

り返して辺や角など図形

を構成する要素に着目さ

せる。 

○図形を動的に見られるよ

う、タブレット（ｓｋｙメ

ニューの発表ノート）で作

成しておいた三角形ア、

イ、ウを児童に配布して自

由に活動させる。 

○多くの重ね方が存在する

ため、ホワイトボードに全

員の画面を映して、いつで

も友達の考えが見られる

ようにする。 

○「１つの頂点から拡大図が

かけるかも…」と統合的観

点による発展的考察を意

識させる。 

１０ 
分 
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３つの三角形ア、イ、ウがあります。この中で、拡

大図と縮図の関係になっているのは、どれとどれでし

ょう。 

   ア     イ      ウ 



 

 

 

 

 

４ 自力解決を

する。 

 

 

 

    １つ目 

 

 

 

 

 

    ２つ目 

 

 

 

 

 

 

    ３つ目 

 

 

 

 

 

 

５ それぞれの

考え方を発

表する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎重なり方を選んで、そのように重なる２倍

の拡大図をノートにかいてみましょう。 

 ①    ②      ③ 

 

 

＜①の重ね方で対応する辺を２倍にする考え＞ 

・２倍の拡大図は、対応する辺の長さも２

倍だから、辺ＢＣの長さを２倍にした辺

ＨＩをひく。同じように辺ＨＧをひく。

最後に、頂点Ｇと頂点Ｉをつないで完

成。 

＜①の重ね方で延長線とコンパスを使う考え＞ 

・辺ＢＣの延長線をひき、辺ＢＣの長さを

２倍にした位置にコンパスで印をつけ

て頂点Ｉとする。同じように辺ＢＡの延

長線をひき、印をつけて頂点Ｇとする。

最後に、頂点Ｇと頂点Ｉをつないで完

成。 

＜①の重ね方で対応する頂点までの長さを２倍

にする考え＞ 

・対応する頂点までの長さを２倍にすれば

いいから、頂点Ｂから頂点Ｃまでの長さ

を２倍にした位置に頂点Ｉをとる。同じ

ようにして頂点Ｇをとる。最後に、頂点

Ｇと頂点Ｉをつないで完成。 

◎三角形ＧＨＩは、本当に２倍の拡大図に 

なっていますか。 

Ｃ１ 対応する辺の長さが２倍になってい

たから、２倍の拡大図。 

Ｃ２ 対応する角の大きさは等しかった。 

Ｃ３ １つの点を中心にしたら、昨日のか

き方よりも簡単にかけた。 

Ｃ４ ②や③でも同じようにやればかけた。 

Ｃ５ 今日のかき方は、昨日やった３つの

方法のうちの１つと同じ考えだ。 

Ｃ６ 拡大する向きが違うだけで、同じ２

倍の拡大図がかけるのがすごい。 

Ｃ７ みんながかいた三角形ＧＨＩは、２倍

の拡大図だから、全て合同な図形だ。 

Ｃ８ 合同な図形はぴったり重なる図形だか

ら、１倍の拡大図ともいえる。 

○「ここの辺」という表現だ

と説明しにくいことに気

付かせ、ここからは三角形

ＡＢＣというように表現

する。 

○本時の課題が「１つの頂点

を中心とした」なので、左

の①から③の３つに限定

して自力解決に入る。 

○自力解決前に見通しを立て

すぎないように配慮する。 

○三角形ＡＢＣのみかかれた

ワークシートを配布する。 

○辺の長さではなく、「対応

する頂点までの長さ」で図

形を見た児童がいた場合

は、適用問題につながる見

方のため取り上げる。もし

いなかった場合は適用問

題の場面で教師から発問

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇発表児童の考えについて、

他の児童に意図的に問い

かけることで、児童相互の

深い学びとなるようにす

る。 

 

 

１８ 
分 課題 １つの頂点を中心にした、２倍の拡大図のかき方

を考えて説明しよう。 Ａ        Ｇ 

 

           Ｂ  Ｃ   Ｈ    Ｉ 

◇１つの点を中心とした拡大図のか
き方を考え、説明することができ
る。【思・判・表】 

◎２倍の拡大図をかいて、ノー
トに自分の言葉で説明を書く
ことができ、他の拡大図につ
いて考えを広げることができ
る。 

→（◎にするために） 
 異なる頂点を中心にしたらど
のような拡大図がかけそうか
発問する。 

○定規やコンパスを用いて２倍
の拡大図をかき、自分の言葉
で説明することができる。 

→（○にするために） 
 ２倍の拡大図をかくだけで終
わらずに「２倍の拡大図とい
えるのは、なぜか？」と発問
することで、拡大図の性質に
気付かせる。 
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６ 本時のまと

めをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 本時の課題

を発展的にと

らえる。 

◎１つの頂点を中心にした２倍の拡大図

は、どうすればかくことができましたか。 

Ｃ１ １つの頂点から対応する辺を２倍

にすればかくことができる。 

Ｃ２ どの頂点からでも２倍の拡大図を

かくことができる。 

Ｃ３ １つの頂点が決まれば、かくことが

できる。 

 

 

 

 

◎今日わかったことから、他に何ができそ

うですか。 

Ｃ１ ３倍の拡大図や２分の１の縮図が

かけそう。 

Ｃ２ 三角形だけでなく、四角形や他の図

形でも同じようにできそう。 

◎最初の図形で、次のように重ねていた人

がいたら、拡大図はかけそうですか。 

 

 

 

Ｃ１ 頂点が重なっていない。 

○課題に正対したまとめを、

児童の言葉で書くように

する。 

 

○前時で学習した３つの拡大

図のかき方と同じか違うか

を問うことで「２組の辺の

比とその間の角がそれぞれ

等しい」の考え方が拡張し

ていることに気付かせる。 

 

 

○「２倍が○倍でも…」「三

角形でなくても…」「１つ

の頂点の場所が変わっても

…」など、統合的観点をも

って発展的に考察させる。 

○今日学んだ「１つの頂点を

中心にする考え方」は生か

せそうか問うことで、中心

とする点が頂点以外でも

できることに気付かせる。 

○「中心とする点」を基の三

角形の「内部」「辺の上」 

17 
分 

 

 

 

 

 

 

８ 本時の学習

の振り返りを

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ２ 対応する頂点同士を直線でつなぐ

と、１か所で交わるからそこを中心と

する点にすれば、かけそう。 

 

 

 

◎今日の学習でできるようになったこと

や気付いたこと、難しかったこと、これ

から生かせそうなことなどを書きまし

ょう。 

Ｃ１ ２倍の拡大図のかき方がたくさん

あって楽しい。 

Ｃ２ 頂点が重なっていなくても、中心と

する点から頂点までの長さを２倍に

すれば同じように拡大図がかけた。 

Ｃ３ 他の拡大図や縮図をかいてみたい。 

◎次の写真を見て、中心とする点は、どこ 

にありますか。 

 

 

 

 

「外部」のどこに取るかま

で、全体で黒板を使って確

認する。 

 

 

 

○今日の学習で学んだこと

について、今までの学習と

統合させて考えたり、他の

どのような場面で使えそ

うか考えたりして、児童が

主体となって次の問題を

創る。 

 

 

 

○本時の学習につながる写

真を見せ、日常生活にも拡

大図、縮図の考え方はたく

さんあることに気付かせ

る。 

 

まとめ １つの頂点を中心にした２倍の拡大図のかき方

は、対応する辺の長さを２倍にすれば、かくこと

ができる。 
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（３）板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問  ３つの三角形ア、イ、ウがあります。  ○課１つの頂点を中心にした、２倍の ○ま １つの頂点を中心にした２倍の 

この中で、拡大図と縮図の関係に     拡大図のかき方を説明しよう。    拡大図は、対応する辺の長さを 

なっているのは、どれとどれでしょう。  三角形ア     三角形ウ     ２倍にすれば、かくことができる。 

ア    イ     ウ         Ａ        Ｇ      ○適・３倍の拡大図もかけそう 

                                      ・四角形でもかけそう 

Ｂ   Ｃ   Ｈ      Ｉ   ・他の重なり方は・・・？ 

○見 ・アとウ             ○自  ＜１つの頂点を重ねる方法＞         ＜頂点を重ねない方法＞ 

 ・形が同じに見える         ①     ②       ③ 

 ・対応する辺の長さや角を調べれば分かる 

 ・アを拡大するとウに重なりそう      

                   (1)中心にする頂点を合わせる            

タブレットで確認・・・重なった！  (2)対応する辺の長さを測り、その２倍の長さをかく    ・対応する頂点を補助線でつないで 

                   (3)もう一つの辺も同じようにひく        交わった点を中心とすれば、 

                   (4)２倍にした頂点同士をつなぐ         拡大図をかくことができる。 

１つの頂点を中心にした、２倍の 

拡大図のかき方を考えて説明しよう。 
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